













金丸, 2005；赤塚, 2005), 近年ではキャリア発達
支援に芸術療法を取り入れようとする研究もみられ





































Self-Awareness in Artistic expression experience
TANAKA, Soma (School of Psychology, Chukyo university)
BABA, Shizu (School of Psychology, Chukyo university)
The purpose of this study was to describe the ways in which one experiences the process of expression
using art with the theme of "self". Four participants conducted group work in which each of them created
their own artistic work using their choice of materials, and they were then interviewed after the group
work. They all experienced difficulty due to the theme, but were able to create their own work using vari-
ous approaches. Their experiences suggested two main processes of creating artistic work of "self": a proc-
ess based on the understanding of "self" that was already known, and a process using instant intuition or
involuntary reactions . Both processes finally led the participants to a new awareness or further under-
standing of themselves.










ある｡ 佐藤 (2003) は看護学生を対象に＜私＞とい
う課題でコラージュを作成させた結果, その体験が
自己を見つめる機会となり, 自己理解につながった


































(A；女性・3 年生, B：男性・3 年生, C：男性・4





















筆者とする) が画用紙や雑誌, クレヨン, 色鉛筆な










ミングアップに続いて, ＜私・自分＞ (以下, ＜私
＞とする) をテーマとした作品を作ってみましょう













































アート表現による自己への気付き (田中 壮馬・馬場 史津)
21
A さん 作品 Bさん 作品
Cさん 作品 Dさん 作品
図 1 ＜私＞をテーマとした作品
ていると語った｡ 参加者からの ｢なぜフクロウにし













































発言は ｢｣ で表し, 発言をまとめた小カテゴリーを








マについて女性は ｢私｣, 男性は ｢自分｣ ｢私｣ のど


















ならず, 結果的に 『意図しない表現』 が生まれる｡
しかしながら, 技術的な難しさを乗り越えて制作を
行うことや, 意図しない表現が作品に現れることは,
参加者にとって ｢楽しかった｣ ｢満足した｣ といっ
た 『ポジティブな感情』 をもたらす体験でもあった｡




































た齋藤 (2012) は, 参加者が ｢自分はどんなものが
好きだっただろう｣ ｢自分はどんな性格だっただろ
う｣ と自分自身の特徴について考える過程があると
































い｣ ために 『作品に出来ない』 という【表現の難し
さ】を経験した参加者がいた｡ 更に, 作品を作る上
で表面上のことばかりになって自分の 『内面を出せ















































や 『自分自身の振り返り』 を体験した｡ ｢周りから
見た私らしさが出た｣ ｢相手にとっての私らしさが
表現された｣ ことが語られ ｢周りから見た私らしさ
の振り返り｣ が行われた｡ また, 『性格』 『私のイメー
ジ』 『私らしさ』 や好みを振り返ることが出来たこ
とから, 【自分自身の振り返り】を体験したと考え
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図 3 ＜私＞というテーマがもたらす体験











は ｢箱に蓋はないのか｣ と質問され, ｢閉じこもっ
ていない, 開いているイメージだから蓋は作ってい




































































の考察 関西福祉科学大学紀要, 9, 287-291.
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